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【緒言】植物体からセルロースを効率よく回収す

ることは、バイオマス資源の有効利用上重要な研

究課題の一つである。また国内に豊富に存在する

セルロース系バイオマスのエタノール変換等の

液体燃料化技術に関して様々な研究開発がなさ

れてきたが、新たな糖化技術を開発など低コスト

化に向けた更なる技術開発が望まれている。これ

らの課題を解決すべく、セルロース系バイオマス

の基本的な分解挙動を明らかにすることを目的

として、稲ワラを用いた水熱分解を行った。また、

構成成分の中で有効利用法が未確立のリグニン

の分解挙動を明らかにすることを目的に、試薬を

用いたリグニン分解実験を行った。 

【実験】処理温度 170～230 oC、 滞留時間 3、5 、

10 分の条件で熱水熱処理実験を行い、熱水可溶

分について HPLC 分析、吸光度測定を行い、可

溶化物の定性･定量を行った。また、TOF-MS 分

析を行い、可溶化成分の分子量の分布を調べた。

熱水不溶分については酸処理実験を行い、重量分

析により酸不溶リグニンを定量した。また HPLC

を用いて、残渣に付着残存したセルロースなどの

可溶化挙動を調べた。 

【結果および考察】液相中の炭水化物由来成分の

主成分はグルコール、セロビオース、キシロース

であり、滞留時間の増加に従って増加する傾向に

あるが、最適条件と考えられる条件以降では減少

に転じた(図 1)。酸処理により得られた残渣中の

炭水化物成分は、送流量固定の場合 20～25 %、

反応時間固定の場合 10～25%存在した。可溶化す

るリグニン量は仕込み量中の 0.5～3.6%、酸不溶

性のリグニン量は 6～14 %であり、ともに滞留時

間の増加に従って増加した(図 2)。TOF-MS 結果

より、水可溶部にはリグニン由来の重合度の大き

い可溶化物の存在が考えられる。試薬を用いたリ

グニンの分解実験より、亜臨界水中ではカテコー

ル、グアヤコールが生成しやすい結果を得た。ま

た、条件が過酷な超臨界状態になるとそれらはさ

らにフェノールなどに分解された。 

 

 
   図 1 炭水化物由来成分の回収率 
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  図 2 リグニンの収率 
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